第１号議案　令和３年度事業報告承認に関する件
令和３年度事業報告書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
１．事業概要

令和３年度の上半期は、コロナ禍の中で延期されていた東京オリンピック、パラリンピックが無観客で実施され、我が国が過去最多の金メダルを獲得するなど、明るい話題もありましたが、下半期、特に令和４年になってからは、オミクロン株という感染力の強い変異株が猛威を振るい、景気は一段と厳しい状況になってしまいました。さらに、本年２月下旬から始まったロシアのウクライナ侵攻により、エネルギー危機やインフレ懸念、サプライチェーンの混乱など、世界経済を取り巻く環境は、極めて不安定な情勢になっております。
我が国の経済におきましても、一時はコロナ危機からの回復に向かっておりましたが、まん延防止等重点措置の適用延長や、ウクライナ戦争などの地政学的リスクが大きく影響し、中長期的には実質ＧＤＰ成長率の見直しなど、景気の下振れリスクが大きくなって参りました。
このような中でも、本会は当初計画した事業については、感染防止策を十分に図りながら、出来るだけ実施いたしました。特に継続事業である「税の啓発事業」や「地域社会貢献事業」につきましては、各地区会及び税務当局等と綿密な連携を保ちながら、慎重に取り組んで参りました。さらに、税のオピニオンリーダーとして、管内選出の国会議員や市町村長に対する税制改正に関する提言や、租税教育事業の一環として、青年部会を中心に、管内の小学6年生、中学3年生対象に租税教室を実施いたしました。また、女性部会では、管内の小学校5・6年生を対象にした「第11回税に関する絵はがきコンクール」を実施し、応募者数が約1,282通とこのコロナ禍の中でも、多くの応募者がありました。一方、組織状況については、会員数の減少傾向が続いており組織率が低下しましたが、福利厚生事業においては、「想いをつないで50年。すべての会員企業を守りたい」キャンペーンを昨年に引き続き実施し、大きな成果を得ることができました。
２．組織の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	地区会名
	令和３年３月３１日
	令和４年３月３１日

	
	法人数
（R2.6.30）
	会員数
	加入割合
	法人数
（R3.6.30）
	増
	減
	転入
	転出
	会員数
	加入割合

	太田
	615
	234
	38.0
	605
	2
	4
	
	
	232
	38.3

	ひたちなか
	2,119
	757
	35.7
	2,121
	1
	22
	
	
	736
	34.7

	那珂
	719
	254
	35.3
	714
	2
	13
	
	
	243
	34.0

	大宮
	547
	196
	35.8
	536
	3
	2
	
	
	197
	36.7

	東海
	445
	128
	28.7
	437
	1
	4
	
	
	125
	28.6

	大子
	269
	110
	40.8
	259
	1
	4
	
	
	107
	41.3

	合計
	4,714
	1,679
	35.6
	4,672
	10
	49
	0
	0
	1,640
	35.1
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